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1.  平成25年3月期第1四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第1四半期 13,277 0.8 1,471 △5.5 1,420 △10.8 716 △14.1

24年3月期第1四半期 13,166 6.5 1,555 11.4 1,591 7.8 833 4.8

（注）包括利益 25年3月期第1四半期 784百万円 （△20.8％） 24年3月期第1四半期 990百万円 （89.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第1四半期 16.12 ―

24年3月期第1四半期 18.76 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第1四半期 85,541 60,907 70.4
24年3月期 89,631 60,686 67.0

（参考） 自己資本   25年3月期第1四半期  60,207百万円 24年3月期  60,009百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  

(注)24年3月期期末配当金の内訳 普通配当10円 特別配当3円 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 10.00 ― 13.00 23.00

25年3月期 ―

25年3月期（予想） 11.00 ― 11.00 22.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 27,500 2.0 3,150 1.1 3,150 2.1 1,800 3.6 40.50
通期 67,000 6.3 9,100 4.6 9,100 3.7 5,100 3.5 114.74



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
(注)詳細は、添付資料の4ページ「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料の4ページ「会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績につきましては、今後様々な要因によって予想値と異
なる可能性があります。なお、業績予想に関しましては添付資料の3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  有

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期1Q 47,313,598 株 24年3月期 47,313,598 株

② 期末自己株式数 25年3月期1Q 2,865,702 株 24年3月期 2,863,776 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期1Q 44,449,037 株 24年3月期1Q 44,452,477 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期のわが国経済は、東日本大震災の復興の遅れや、電力供給に対する懸念に加え欧州債務危機問題 

等を背景とした円高・株安が進むなど、先行き不透明な状況で推移しました。 

このような経営環境下において、当社グループは、中期経営計画「JEX-2013(Jushi-Expansion2013)」の最終 

年度の目標達成に向けて、国内におきましては、「減災・防災」「省電力」のニーズに対応した新製品の開発・ 

上市に注力し、災害に強い街づくりの提案活動を行いました。一方、国外におきましては、６月末にオランダ王 

国において道路反射鏡製品の組立加工・販売を営む事業会社を買収し、欧州における交通安全事業の拡大基盤を 

つくるなど、グローバル戦略の強化をはかりました。 

当第１四半期の連結業績は、東日本大震災の復旧需要の反動の影響並びに新東名高速道路開通による大型物件 

減少と円高・株安の影響により、売上高は１３２億７千７百万円（前年同期比０．８％増）、営業利益は１４億 

７千１百万円（前年同期比５．５％減）、経常利益は１４億２千万円（前年同期比１０．８％減）、四半期純利 

益は７億１千６百万円（前年同期比１４．１％減）となりました。  

  

①都市環境関連事業分野 

交通安全製品は、車線分離標「ポールコーン」が、生活道路の交通事故対策として採用され大きく売上を伸 

ばしましたほか、路面標示材は、道路塗料の事業譲受効果により顕著な伸びを示しました。一方、防音壁は、 

新東名高速道路の大型物件減少により大幅な売上減となりました。人工芝は、民間グラウンド物件の受注減少 

により前年同期を下回る成績となりました。人工木材は、耐候性・耐久性に優れた「スーパーオレンジウッ 

ド」が、建材メーカー向けに好調に推移しました。 

この結果、都市環境関連事業の売上高は３６億４千３百万円（前年同期比３．２％減）、営業利益は４億３ 

千３百万円（前年同期比１９．０％減）となりました。 

  

  

②街路・住建関連事業分野 

歩行者用防護柵は、市街地における手摺柵や沿岸部における高耐久柵など地域に特化した提案営業が功を奏 

し、順調に売上を伸ばしました。また、高欄は、橋梁の長寿命化に伴う補修工事が増加する中、「ビューレイ 

ル」の施工性が評価され好調に推移しました。メッシュフェンスやめかくし塀は、マンションの着工数増加を 

背景に、市場ニーズにマッチした製品の品揃え強化と積極的な受注活動により大幅な売上増となりました。メ 

タカラー建材は、耐食性に優れた新製品の上市等により堅調な成績を収めました。アルミ樹脂複合板は、東日 

本大震災における仮設住宅向け物件減少により低調に推移しました。 

この結果、街路・住建関連事業の売上高は４７億９千９百万円（前年同期比３．１％増）、営業利益は６億３ 

千万円（前年同期比４．１％増）となりました。 

  

  

③産業・生活関連事業分野 

包材関連製品は、消費低迷に伴う需要の減少により前年同期を下回りました。デジタルピッキングシステム製 

品は、衣料品会社の物流センターに採用されるなど好調に売上を伸ばしましたほか、組立システムパイプ製品 

は、自動車関連メーカーへの積極的な提案活動により売上伸長を示しました。生活・緑関連製品は、厳しい価 

格競争や消費低迷などの影響により前年同期を下回る成績に終りました。また、セキスイジュシ（タイラン 

ド）Co.,Ltd.は、昨年７月から新規参入しているため、当事業分野の売上は前年同期比で増加しております。 

この結果、産業・生活関連事業の売上高は４８億２千７百万円（前年同期比１．９％増）、営業利益は５億９ 

千１百万円（前年同期比０．８％減）となりました。 

  

  

④その他事業 

保険手数料収入の増加により、売上高は７百万円（前年同期比４．６％増）、営業利益は４百万円（前年同期 

比３．２％減）となりました。 

   

１．当四半期決算に関する定性的情報



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産の状況  

（総資産） 

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ４０億８千９百万円減少し８５５億

４千１百万円となりました。主に、受取手形及び売掛金が減少したことによるものであります。  

  

（純資産） 

 当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ２億２千１百万円増加し６０９億７

百万円となりました。主に、利益剰余金が増加したことによるものであります。純資産から少数株主持分を控除

した自己資本は６０２億７百万円となり、自己資本比率は７０．４％となりました。  

  

②キャッシュ・フローの状況  

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結会計年度末に

比べ１億４千６百万円減少（０．７％減）し、２１４億３千７百万円となりました。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 税金等調整前当期純利益１３億７千９百万円に加え、売上債権の減少等による資金増加の一方、棚卸資産の増

加や仕入債務の減少、法人税等の支払を行ったこと等により、６億１千９百万円の収入となりました（前年同期

は１億５千２百万円の支出）。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 有形固定資産の取得等により、２億４千１百万円の支出となりました（前年同期は４億９千１百万円の支

出）。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 短期借入金の減少や配当金の支払等により、６億７千９百万円の支出となりました（前年同期は１４億８百万

円の支出）。  

    

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成25年3月期の連結業績予想につきましては、平成24年4月27日に公表しました「平成24年3月期 決算短信」 

における業績予想に変更はありません。 

   



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算 

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。   

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

   

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後 

に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

この変更による損益に与える影響は軽微であります。   

   

該当事項はありません。   

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等



４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 21,583 21,437

受取手形及び売掛金 28,777 24,778

商品及び製品 2,944 3,039

仕掛品 746 1,008

原材料及び貯蔵品 2,425 2,601

その他 3,013 2,934

貸倒引当金 △52 △47

流動資産合計 59,438 55,751

固定資産   

有形固定資産 16,227 16,217

無形固定資産 413 434

投資その他の資産   

その他 13,737 13,322

貸倒引当金 △185 △184

投資その他の資産合計 13,552 13,138

固定資産合計 30,193 29,789

資産合計 89,631 85,541

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 15,809 13,702

短期借入金 2,250 2,150

引当金 802 414

その他 6,410 4,736

流動負債合計 25,272 21,003

固定負債   

退職給付引当金 3,440 3,391

役員退職慰労引当金 24 25

その他 206 212

固定負債合計 3,672 3,630

負債合計 28,944 24,634



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 12,334 12,334

資本剰余金 13,187 13,187

利益剰余金 37,005 37,168

自己株式 △1,935 △1,936

株主資本合計 60,591 60,752

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 195 84

繰延ヘッジ損益 △0 △0

為替換算調整勘定 △776 △629

その他の包括利益累計額合計 △582 △545

少数株主持分 677 700

純資産合計 60,686 60,907

負債純資産合計 89,631 85,541



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高 13,166 13,277

売上原価 9,207 9,324

売上総利益 3,958 3,953

販売費及び一般管理費 2,402 2,482

営業利益 1,555 1,471

営業外収益   

受取利息 17 18

受取配当金 62 56

その他 30 10

営業外収益合計 109 85

営業外費用   

支払利息 48 46

為替差損 7 65

その他 17 24

営業外費用合計 73 136

経常利益 1,591 1,420

特別損失   

投資有価証券評価損 10 35

固定資産除売却損 2 4

特別損失合計 12 40

税金等調整前四半期純利益 1,579 1,379

法人税等 725 636

少数株主損益調整前四半期純利益 853 743

少数株主利益 19 26

四半期純利益 833 716



（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 853 743

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 40 △108

繰延ヘッジ損益 0 0

為替換算調整勘定 94 151

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △2

その他の包括利益合計 137 41

四半期包括利益 990 784

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 970 753

少数株主に係る四半期包括利益 19 31



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,579 1,379

減価償却費 286 296

賞与引当金の増減額（△は減少） △234 △308

売上債権の増減額（△は増加） 2,762 4,109

たな卸資産の増減額（△は増加） △553 △458

仕入債務の増減額（△は減少） △1,195 △1,996

その他 △593 △173

小計 2,051 2,849

利息及び配当金の受取額 77 74

利息の支払額 △47 △44

法人税等の支払額 △2,234 △2,258

営業活動によるキャッシュ・フロー △152 619

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △104 △287

投資有価証券の取得による支出 △301 △1

短期貸付金の増減額（△は増加） 100 50

その他 △185 △1

投資活動によるキャッシュ・フロー △491 △241

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △801 △100

配当金の支払額 △600 △569

その他 △7 △9

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,408 △679

現金及び現金同等物に係る換算差額 17 62

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,035 △238

現金及び現金同等物の期首残高 20,696 21,583

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 92

現金及び現金同等物の四半期末残高 18,661 21,437



該当事項はありません。   

   

   

該当事項はありません。 

   

   

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日） 

  

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報   

(単位：百万円)

 （注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理業等を含んでおります。

  

 ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項） 

                                                   (単位：百万円) 

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費並びに開発試験研究費の一部であります。 

   

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日） 

  

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報   

(単位：百万円)

 （注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理業等を含んでおります。

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

  

報告セグメント
その他 
（注） 

合計
都市環境 
関連事業 

街路・住建
関連事業 

産業・生活
関連事業 

計

売上高             

外部顧客への売上高  3,764  4,656  4,737  13,158  7  13,166

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 －  0  59  60  3  63

計  3,764  4,657  4,797  13,218  10  13,229

セグメント利益  535  605  595  1,737  4  1,741

利益 金額

報告セグメント計   1,737

「その他」の区分の利益   4

全社費用（注）  △185

四半期連結損益計算書の営業利益  1,555

  

報告セグメント
その他 
（注） 

合計
都市環境 
関連事業 

街路・住建
関連事業 

産業・生活
関連事業 

計

売上高             

外部顧客への売上高  3,643  4,799  4,827  13,269  7  13,277

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
-  1  39  41  2  43

計  3,643  4,801  4,866  13,311  10  13,321

セグメント利益  433  630  591  1,655  4  1,659



  

 ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項） 

                                                   (単位：百万円) 

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費並びに開発試験研究費の一部であります。 

  

  

   

   

利益 金額

報告セグメント計   1,655

「その他」の区分の利益   4

全社費用（注）  △188

四半期連結損益計算書の営業利益  1,471
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